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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　環状コアに巻回されたステータコイルを加熱するステータコイルの加熱装置において、
　前記環状コアの厚さ方向の端面に臨出している環状のコイル引回し部に対して、コアの
厚さ方向外方から誘導作用を及ぼしてコイルを加熱する誘導加熱用コイルヘッドと、
　前記コアの厚さ方向の端面を前記コイルヘッドによる磁束から遮蔽する遮蔽体と、
　を備え、
　前記コイルヘッドは、前記コイル引回し部の環状径と略同径で同一平面上にあるいは筒
状に巻かれたものであり、前記コアの厚さ方向の両側のコイル引回し部に対してそれぞれ
厚さ方向の外方から対向する状態でコアと同軸上に配置されており、
　前記遮蔽体は、コアの厚さ方向の外周側端面を前記コイルヘッドによる磁束から遮蔽す
る環状遮蔽体であり、該遮蔽体は前記コイルヘッドの外周側にブラケットを介して連結さ
れていることを特徴とするステータコイルの加熱装置。
【請求項２】
　環状コアに巻回されたステータコイルを加熱するステータコイルの加熱装置において、
　前記環状コアの厚さ方向の端面に臨出している環状のコイル引回し部に対して、コアの
厚さ方向外方から誘導作用を及ぼしてコイルを加熱する誘導加熱用コイルヘッドと、
　前記コアの厚さ方向の端面を前記コイルヘッドによる磁束から遮蔽する遮蔽体と、
　を備え、
　前記コイルヘッドは、ループ形状で同一平面上にあるいは筒状に巻かれたものであり、
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前記コアの厚さ方向の両側のコイル引回し部に対してそれぞれ円周方向の任意の位置で前
記厚さ方向の外方から対向する状態で配置されており、
　前記遮蔽体は、コアの厚さ方向の外周側端面を前記コイルヘッドによる磁束から遮蔽す
る弧状遮蔽体であり、
　前記ステータコイルに対する誘導加熱時には、前記ステータがその軸周りに回転される
ように構成されていることを特徴とするステータコイルの加熱装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば自動車用発電機などのステータの製造工程で使用されるステータコ
イルの加熱装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、自動車用発電機のステータの製造工程では、環状コアに三相のステータコイル
を巻装した後、コアの軸方向の端面に臨出している環状のコイル引回し部を含むステータ
コイル全体にワニス含浸し、この状態でステータコイルを加熱することにより、前記含浸
されたワニスを硬化乾燥させるようになっている。
【０００３】
　従来では、上記ワニスをステータコイル含浸した後、回転させながらステータ全体を加
熱炉に挿入し、熱風により前記ワニスを硬化乾燥させることが行われていた。
【０００４】
　ところが、加熱炉を利用してワニスを硬化乾燥する方法では、ステータを加熱炉に投入
してから、そのステータ温度がゆっくり昇温するため、ワニス材を硬化させるのに必要な
温度、時間条件を満足するためには、加熱処理時間が長くなり、その分使用電力量も増え
てコスト高となっている。さらに、炉内温度を常に一定に保持する必要があるため、ワー
ク投入前に炉内温度を昇温させ、ワークが全て搬出されるまで保持しなければならないの
で、よりコスト高である。
【０００５】
　ところで、ワニスをステータコイルに含浸する前にステータコイルを予備加熱しておく
工程では、従来より、作業効率の向上、さらには加熱時間の短縮化による低電力化などを
図るために、環状コアの中空部に高周波誘導加熱用コイルヘッドを配置し、ステータコイ
ルおよびコアを高周波誘導方式により迅速に加熱することが提案されている。
【０００６】
　このような高周波誘導加熱用コイルヘッドを使った加熱手段を、ステータコイルに含浸
されたワニスを硬化乾燥させる工程に導入する試みもなされている。つまり、高周波誘導
加熱用コイルヘッドを、ステータにおけるコアの厚さ方向（コアの軸方向）の両側にそれ
ぞれ臨出するコイル引回し部に対して、コアの厚さ方向の外方から対向するようにセット
し、高周波誘導加熱用コイルヘッドによる高周波誘導加熱により、前記ステータコイルを
加熱するものである。
【０００７】
　また、従来、ステータコイルに通電して該ステータコイルを自己発熱させることにより
、ステータコイルを加熱させる技術も提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開昭６０－８２０５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、誘導加熱方式を採用してステータコイルを加熱する場合、誘導加熱用コイルヘ
ッドから発生する磁束の一部が、コアの厚さ方向の端面に作用してしまう。コアは、通常
、珪素鋼板の積層体で構成されているから、コアの厚さ方向への熱伝導性が低いこともあ
って、前記コアの厚さ方向の端面のみが局部的に加熱されてしまう。それにより、コアの
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厚さ方向の端面部位が熱変形を起こすおそれがあり、また、これにより、ステータコイル
に対する加熱が十分になされなくなるという問題がある。
【０００９】
　また、ステータコイルに通電して自己発熱させる方法では、ステータコイルの種別によ
って自己発熱温度がばらつく傾向があり、採用しにくいという問題がある。
【００１０】
　この発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、加熱温度がばらつくような問題も
なく、ステータコイルの加熱処理の作業性の向上を図り、コイルヘッドの磁束によるコア
の局部的な熱変形を有効に防止できるステータコイルの加熱装置を提供することを課題と
している。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題は、以下の手段によって解決される。
（１）環状コアに巻回されたステータコイルを加熱するステータコイルの加熱装置におい
て、前記環状コアの厚さ方向の端面に臨出している環状のコイル引回し部に対して、コア
の厚さ方向外方から誘導作用を及ぼしてコイルを加熱する誘導加熱用コイルヘッドと、前
記コアの厚さ方向の端面を前記コイルヘッドによる磁束から遮蔽する遮蔽体と、を備え、
前記コイルヘッドは、前記コイル引回し部の環状径と略同径で同一平面上にあるいは筒状
に巻かれたものであり、前記コアの厚さ方向の両側のコイル引回し部に対してそれぞれ厚
さ方向の外方から対向する状態でコアと同軸上に配置されており、前記遮蔽体は、コアの
厚さ方向の外周側端面を前記コイルヘッドによる磁束から遮蔽する環状遮蔽体であり、前
記遮蔽体は前記コイルヘッドの外周側にブラケットを介して連結されていることを特徴と
するステータコイルの加熱装置。
（２）環状コアに巻回されたステータコイルを加熱するステータコイルの加熱装置におい
て、前記環状コアの厚さ方向の端面に臨出している環状のコイル引回し部に対して、コア
の厚さ方向外方から誘導作用を及ぼしてコイルを加熱する誘導加熱用コイルヘッドと、前
記コアの厚さ方向の端面を前記コイルヘッドによる磁束から遮蔽する遮蔽体と、を備え、
前記コイルヘッドは、ループ形状で同一平面上にあるいは筒状に巻かれたものであり、前
記コアの厚さ方向の両側のコイル引回し部に対してそれぞれ円周方向の任意の位置で前記
厚さ方向の外方から対向する状態で配置されており、前記遮蔽体は、コアの厚さ方向の外
周側端面を前記コイルヘッドによる磁束から遮蔽する弧状遮蔽体であり、前記ステータコ
イルに対する誘導加熱時には、前記ステータがその軸周りに回転されるように構成されて
いることを特徴とするステータコイルの加熱装置。
【発明の効果】
【００１２】
　前項（１）に記載の発明によれば、ステータコイルを加熱炉を使用するこなく、誘導加
熱用コイルヘッドを使って加熱するから、例えばコイルへのワニス含浸後の加熱硬化乾燥
工程での作業性が改善される。しかも、加熱炉を利用した温風加熱方式により硬化乾燥さ
せる場合のように、加熱処理時間が長くなりその分使用電力量が増えてコスト高になると
いった不都合もなく、環境的上の問題もない。
【００１３】
　また、ステータコイルに通電する方法のように、自己発熱温度にばらつきが生じるとい
った問題もなく、良好な加熱処理が行える。
【００１４】
　とくに、誘導加熱用コイルヘッドで発生する磁束からコアの厚さ方向の端面が遮蔽体に
より遮蔽されるから、コアの端面が局部的に加熱されて熱変形などを起こすおそれが解消
される。さらに、これにより、多くの磁束がステータコイルに作用するから、ステータコ
イルが効率よく加熱されて、ワニス等を速やかに硬化乾燥させることができる。
【００１５】
　また、遮蔽体が誘導加熱用コイルヘッドの外周側にブラケットを介して連結されている
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から、誘導加熱用コイルヘッドの設置に伴って遮蔽体を同時にセットすることができ、加
熱準備作業の迅速化を図ることができる。
【００１６】
　また、コアの厚さ方向の両側の端面に臨出する環状コイル引回し部と略同径の誘導加熱
用コイルヘッドを使うから、ステータを固定したままで誘導加熱用コイルヘッドから発生
する磁束により、コイル引回し部の全周を同時に加熱することができる。
【００１７】
　また、誘導加熱時に、環状遮蔽体により、コアの厚さ方向の端面の外周側を遮蔽される
から、各端面の熱変形が有効に防止される。
【００１８】
　前項（２）に記載の発明によれば、前記コイル引回し部の円周方向の任意の一部に誘導
加熱用コイルヘッドを対向配置し、ステータコイルを軸周りに回転させて誘導加熱を行う
から、コイル引回し部と同径のようなコイルヘッドを用いなくても容易に誘導加熱処理を
行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、この発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２１】
　図１は、この発明の実施形態に係るステータコイルの加熱装置を示す分解斜視図、図２
は、同じくステータコイルの加熱装置をステータにセットした状態で示す平面図、図３は
同じくステータコイルの加熱装置をステータにセットした状態で示す半切断面図である。
【００２２】
　この実施形態では、自動車用発電機のステータにおけるステータコイルを加熱する例で
説明するが、これに限定されるものではない。
【００２３】
　図１～図３において、このステータＭは、複数の薄肉珪素鋼板を厚さ方向へ積層してな
る環状のコアＦと、このコアＦに巻装された三相のステータコイルＬとからなり、コアＦ
の厚さ方向（軸方向：図の上下方向）の両側の端面Ｆａ，Ｆｂには、それぞれステータコ
イルＬにおける環状のコイル引回し部Ｌａ、Ｌｂが臨出しており、これらコイル引回し部
Ｌａ、Ｌｂを含めてステータコイルＬの全体には、前工程でワニス（図示せず）が塗布・
含浸されている。
【００２４】
　なお、Ｔは、前記ステータコイルＬから引き出された三相外部端子である。
【００２５】
　前記ワニスが含浸されたステータコイルＬを加熱するために、前記厚さ方向の両端側に
は、ステータコイルＬの加熱装置Ａ，Ｂがそれぞれ対向して配置されている（図１では、
一方の加熱装置Ａのみを示す）。
【００２６】
　両加熱装置Ａ，Ｂは同じ構成であるから、以下においては、一方（上部側）の加熱装置
Ａを代表して説明する。
【００２７】
　前記加熱装置Ａは、高周波誘導加熱装置で構成されており、図示しない高周波発振部か
らの出力で駆動される高周波誘導加熱用コイルヘッド１と、遮蔽体２とを備えている。
【００２８】
　高周波誘導加熱装置Ａは、作業者が図示しない操作パネルからステータＭの種類に応じ
た加熱温度、加熱時間などの加熱条件を設定できるようになっており、設定された加熱条
件は、加熱チャートとして、記憶部（図示せず）に記憶されている。
【００２９】
　そして、加熱処理対象のステータＭの種類に応じて、対応する加熱チャートを操作パネ
ルから選択・指示して所望の加熱チャートを呼び出し、コンピュータ制御により、前記加
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熱チャートに基づいた条件でステータコイルＬの加熱条件が実行されるようになっている
。
【００３０】
　前記高周波誘導加熱用コイルヘッド１は、前記環状になっているコイル引回し部Ｌａと
略同径で、同一平面上にあるいは筒状（この実施形態では円筒状）に数回（例えば２回巻
）に形成されたものであり、前記コイル引回し部Ｌａに対して同軸上でコアＦの厚さ方向
から外方から対向・配置されている。
【００３１】
　この高周波誘導加熱用コイルヘッド１の外周巻部１ａの外周面には、複数、例えば４個
のＬ形遮蔽体支持ブラケット４・・・が円周方向で等配されるとともに、各遮蔽体ブラケ
ット４・・・の各垂直片部４ａがろう付けで固定されている（図４参照）。
【００３２】
　なお、この高周波誘導加熱用コイルヘッド１の設置については、作業者が手作業で移動
させてもよいし、あるいは専用のコイル保持手段を用意して自動的に移動させるようにし
てもよく、それらは任意に選択可能である。
【００３３】
　高周波誘導加熱用コイルヘッド１の巻回数についても、この例の２回巻に限られるもの
ではなく、希望するコイル加熱温度や処理速度などに応じて、任意に巻数の増減が可能で
ある。
【００３４】
　前記遮蔽体２は、前記高周波誘導加熱用コイルヘッド１から発生する高周波磁束に対し
て前記コアＦの厚さ方向の一方（上部）の端面Ｆａの外周側を遮蔽するものであり、例え
ばＣｕ板を使用して前記ステータコイルＬのコイル引回し部Ｌａの環状径より大径の鍔形
に形成されており、コイル引き回し部Ｌａと干渉しないようになっている。前記コアＦの
端面Ｆａの外周側に該厚さ方向外方から対向する状態で同軸状に配設されている。
【００３５】
　この遮蔽体２は、４個のＬ形遮蔽体支持ブラケット４・・・を介して前記加熱用コイル
ヘッド１の外周巻部１ａの外周面に、コイルヘッド１とは電気的に絶縁状態で連結・保持
されている。具体的には、遮蔽体２は、図４に示すように、前記４個のＬ形遮蔽体支持ブ
ラケット４・・・の各水平片部４ｂに載置されて、樹脂（ビニール）ビス６により固定さ
れている。
【００３６】
　なお、この遮蔽体２を高周波誘導加熱用コイル１の外周巻部１ａの外周面に連結する手
段は、この例の構造に限られるものではなく、遮蔽体２を高周波誘導加熱用コイル１に連
結しなければならないものではなく、遮蔽体２を高周波誘導加熱用コイル１の外周巻部１
ａに対して一体的に保持できる構成であれば、任意の手段を採用可能である。
【００３７】
　つぎに、上記構成のステータコイルの加熱装置Ａの動作について説明する。
【００３８】
　前記ステータコイルＬにワニスが含浸されたステータＭが搬入されて所定の加熱位置に
置かれると、前記高周波誘導加熱用コイルヘッド１を所定位置にセットする。このとき、
高周波誘導加熱用コイルヘッド１に一体化されている遮蔽体２も、コアＦの端面Ｆａの外
周側に対向して配置される。
【００３９】
　上記遮蔽体２を、高周波誘導加熱用コイルヘッド１とは別体のままで、専用の保持手段
により設定位置に保持させるようにしてもよいが、この例のように、遮蔽体２を高周波誘
導加熱用コイルヘッド１と一体化してあると、高周波誘導加熱用コイルヘッド１の設置に
伴って遮蔽体２を同時にセットすることができ、加熱準備作業の迅速化を図ることができ
る。
【００４０】
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　この状態で、高周波誘導加熱装置Ａにおける高周波発信部を駆動すると高周波出力が高
周波誘導加熱用コイルヘッド１に印加されるから、このコイルヘッド１から発生する高周
波磁束により、ステータＭにおけるステータコイルＬに高周波誘導加熱が及ぼし、このス
テータコイルＬが加熱され、これによってステータコイルＬに含浸されたワニスが硬化乾
燥される。
【００４１】
　前記高周波誘導加熱用コイルヘッド１による高周波誘導加熱により、ステータコイルＬ
が一定温度まで加熱されると、該コイルヘッド１による高周波誘導加熱を停止する。
【００４２】
　このように、ワニスが塗布・含浸されたステータコイルＬに対して、高周波誘導加熱用
コイルヘッド１を使用して高周波誘導加熱を行うことにより、ステータコイルＬが直接的
に加熱されるから、加熱炉を使って加熱する場合のように、長い加熱時間が不要で使用電
力も減らすことができる。
【００４３】
　また、ステータコイルＬに通電して自己発熱させる場合のように、自己発熱温度にばら
つきが起きるといった問題もなく、ステータコイルＬを良好に加熱することができる。
【００４４】
　ところで、前記遮蔽体２をセットしないままで前記高周波誘導加熱用コイルヘッド１に
より、ステータコイルＬのコイル引回し部Ｌａを加熱すると、該コイルヘッド１で発生す
る高周波磁束の一部が前記コアＦの厚さ方向の端面Ｆａの特に外周側に作用して、この端
面Ｆａが局部的に加熱されて熱変形を起こすおそれがある。
【００４５】
　これに対して、この発明の実施形態では、前記コアＦの厚さ方向の端面Ｆａの外周側お
に対向する位置にそれぞれ遮蔽体２を配設してあるから、前記コイルヘッド１から発生し
た高周波磁束が前記コアＦの端面Ｆａの外周側に作用しようとするのが遮蔽される。従っ
て、前記コアＦの端面Ｆａの外周側が局部的に加熱されるのが阻止されて、それらの部位
の熱変形が有効に防止される。
【００４６】
　また、前記高周波磁束からコアＦの端面Ｆａの外周側が遮蔽されることによって、前記
高周波誘導加熱用コイルヘッド１からの高周波磁束の多くがステータコイルＬに作用する
ことになり、該ステータコイルＬが効率的に加熱され、加熱処理時間の短縮化を図ること
ができる。
【００４７】
　図５は、この発明の他の実施形態を示す。
【００４８】
　図５において、高周波誘導加熱装置Ａは、小形の高周波誘導加熱用コイルヘッド１１を
有している。この高周波誘導加熱用コイルヘッド１１は、前記ステータコイルＬの円周方
向の任意の位置でコアＦの厚さ方向の外方から対向して配置されている。なお、図５では
図示していないが、コアＦの厚さ方向の他方側（図５では下側）にも、同一構成の高周波
誘導加熱装置Ｂが設置され、高周波誘導加熱用コイルヘッド１１がコアＦの厚さ方向の外
方から対向して配置されている。
【００４９】
　これら高周波誘導加熱用コイルヘッド１１は、任意のループ形状で同一平面上にあるい
は筒状（例えば円筒状）に数回（例えば２回）巻かれたものである。
【００５０】
　また、この高周波コイルヘッド１１の外周側にブラケット１４を介して円弧状の遮蔽体
１３が連結されている。
【００５１】
　前記遮蔽体１２は、例えばＣｕ板から円弧状に形成されており、高周波誘導加熱用コイ
ルヘッド１１で発生した高周波磁束から前記コアＦの厚さ方向の端面Ｆａの外周側をそれ
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ぞれ遮蔽するものである。
【００５２】
　また、この高周波誘導加熱装置Ａは、前記ステータＭをチャックして軸周りに回転駆動
可能なステータ回転駆動機構２０を備えている。
【００５３】
　このステータ回転駆動機構２０は、例えば、図６に示すように、前記ステータＭにおけ
るコアＦの中空部Ｆｘに挿入された状態で図示しないモータなどの回転駆動装置によって
駆動される駆動軸２１と、この駆動軸２１の先端側に装備されて、先端に押圧片２２を有
し、前記駆動軸２１周りに等配された複数のステータチャック部材２３とを備えている。
【００５４】
　このステータ回転駆動機構２０は、前記駆動軸２１を回転させると、その回転に伴って
前記ステータチャック部材２３が径方向外方へ伸長して、押圧片２２を環状コアＦの中空
部Ｆｘの内壁に圧接することにより、ステータＭを軸周りに回転駆動するようになってい
る。
【００５５】
　この実施形態においては、高周波誘導加熱用コイルヘッド１１により高周波誘導加熱を
行う際には、該コイルヘッド１１をステータコイルＬのコイル引回し部Ｌａに対して、円
周方向の任意の位置で対向させた状態で、前記ステータＭを軸周りに回転させることによ
り、ステータコイルＬのコイル引回し部Ｌａの全周が加熱されることになる。
【００５６】
　この場合、前記ステータＭを回転させるから、先の実施例のような環状のコイルヘッド
１よりも小形のコイルヘッド１１を使用でき、遮蔽体１２も円弧状の小形のもので対応で
きる。
【００５７】
　以上説明した実施形態では、高周波誘導加熱方式を採用したが、例えば商用電源周波数
等の低周波誘導加熱方式を採用しても良い。また、図１～図４の大径の加熱用コイルヘッ
ド１を用いた例では、ステータＭを停止状態でコイルＬを加熱するものとしたが、ステー
タＭを回転させても良い。
【００５８】
　また、ステータＭの軸方向（厚さ方向）が垂直となる姿勢で加熱を行うものとしたが、
ステータＭの軸方向が水平となる姿勢で加熱を行っても良く、ステータＭの姿勢は任意に
設定すれば良い。この場合は、誘導加熱用コイルヘッドをステータの下側を避けて配置で
きるため、硬化前に低粘度化したワニス材等がコイルエンドやスロット部から垂れ落ちて
も誘導加熱用コイルヘッドに付着しないので、メンテナンス性もよい。
【００５９】
　また、環状コアＦの厚さ方向の端面の外周側のみを遮蔽するように遮蔽体２、１２を配
置したが、必要に応じて内周側も遮蔽しても良い。しかし、一般には、環状コアＦの厚さ
方向の端面の外周側の方が露出面積が大きく、また内周側にはコイルが巻回されており、
この巻回されたコイル部分にも磁束を作用させて誘導加熱を生じさせることが望ましいこ
と等から、この実施形態のように、環状コアＦの厚さ方向の端面の外周側のみを遮蔽する
のが良い。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】この発明の一実施形態に係るステータコイルの加熱装置を示す分解斜視図である
。
【図２】ステータコイルの加熱装置を、ステータにセットした状態で示す平面図である。
【図３】ステータコイルの加熱装置を、ステータにセットした状態で示す半切断面図であ
る。
【図４】ステータコイルの加熱装置の動作説明を兼ねた要部の拡大図である。
【図５】この発明の他の実施形態に係るステータコイルの加熱装置を、ステータにセット
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した状態で示す斜視図である。
【図６】この発明の他の実施形態に係るステータコイルの加熱装置におけるステータ回転
駆動機構を示す断面図である。
【符号の説明】
【００６１】
　１，１１　　　　高周波誘導加熱用コイルヘッド
　２，１２　　　　遮蔽体
　Ａ，Ｂ　　　　　高周波誘導加熱装置
　Ｆ　　　　　　　ステータにおけるコア
　Ｆａ，Ｆｂ　　　コアにおける厚さ方向の端面
　Ｌ　　　　　　　ステータにおけるステータコイル
　Ｌａ，Ｌｂ　　　ステータコイルにおけるコイル引回し部
　Ｍ　　　　　　　ステータ

【図１】 【図２】

【図３】
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